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4．土砂災害警戒区域について

22

1．土砂災害とは？
2．近年の土砂災害発生状況
3．土砂災害警戒情報について
4．土砂災害警戒区域について
5．宮城県砂防総合情報システム

（MIDSKI）について
6．災害時の報告について

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，土砂災害警戒区域についてご説明いたします。
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土砂災害警戒区域と土砂災害特別警戒区域

土砂災害警戒区域 （イエローゾーン）

土砂災害による被害を防止・軽減するため、危険の周知、

警戒避難体制の整備を行う区域

 警戒避難体制の整備、ハザードマップの配布【市町村】

 要配慮者利用施設における避難確保計画の作成等【施設管理者等】

土砂災害特別警戒区域 （レッドゾーン）

避難に配慮を要する方が利用する要配慮者利用施設等が、新たに土

砂災害の危険性の高い区域に立地することを未然に防止するため、

開発段階から規制していく必要性が特に高いものに対象を限定し、

特定の開発行為を許可制とする制限や建築物の構造規制を行う区域。

 特定開発行為に対する制限、建築物の移転等の勧告【県】

 建築物の構造規制【県または市町村】

土砂災害特別警戒区域 （レッドゾーン）

土砂災害警戒区域 （イエローゾーン）

警戒避難体制の
整備

新規立地抑制

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
土砂災害警戒区域とは，地形要件から土砂災害が発生するおそれがあるとされる場所であり，この区域には土砂が到達する恐れがあることから，土砂災害による被害を防止・軽減するために，避難所や避難経路などを市町村地域防災計画上で定めたり，ハザードマップを住民に配布して危険の周知が図られます。
土砂災害警戒区域の中で，土砂により建物に損壊を及ぼす恐れがある範囲を土砂災害特別警戒区域として指定します。この区域では建物が壊れる恐れがあることから，学校や老人ホームなど避難に時間を要する方々が利用する施設が立地するのを開発段階から規制したり，建築物の構造を規制しています。
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土砂災害警戒区域等の指定要件
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傾斜２°以上

×× 〇

対策していない
人家は壊れて著
しい被害

対策していな
い人家も壊れ
ない

生命・身体に
危害のおそれ
がある

警戒区域 特別警戒区域

土石流発生

土石流に対する
区域指定のイメージ

■土石流
山腹が崩壊して生じた土石等又は渓流の土

石等が水と一体となって流下する自然現象

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほど申し上げたとおり，土砂災害警戒区域は地形要件により指定されます。
次からのスライドは参考までにご覧下さい。
　
〇始めに土石流です
〇土砂災害警戒区域：谷の出口部分から，過去の災害データより設定された，土地の勾配が2°未満になる地点まで，そして左右30°の広がりの範囲と地形要件のみで設定
〇土砂災害特別警戒区域：土石流が発生した場合に，土石流によって生じる力が，建築物の耐力を上回る範囲（であり，国土交通大臣により定められた式により計算）
これらを、地形図で確認後、現地調査を行って設定しますが、谷地形であることが大前提となります。

【メモ】
2°：過去の災害データより，土石流が発生した際に土砂が堆積した範囲の下流端の土地勾配は全体の95%が2°以上
30°：過去の災害データより，最大60°程度で広がるため，片側は半分の30°
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土砂災害警戒区域等の指定要件

25

５ｍ以上

３０°
以上

×× 〇

１０ｍ

がけの高さの２倍
（最大５０ｍ）

対策していない
人家は壊れて著
しい被害

対策していな
い人家も壊れ
ない

生命・身体に
危害のおそれ
がある

警戒区域警戒区域 特別警戒区域

■急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）
傾斜度が30度以上である土地が崩壊

する自然現象

がけ崩れに対する
区域指定のイメージ

25

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　〇次に急傾斜地の崩壊です。
〇土砂災害警戒区域：過去の災害データより設定された，勾配が30°以上，高さが5m以上の斜面を対象に指定。斜面上側は，上端から10mの範囲。斜面下側は，下端から高さの2倍で最大50mの範囲
〇土砂災害特別警戒区域：急傾斜地が崩壊した場合に発生する崩土により生じる力が，建築物の耐力を上回る範囲（であり，国土交通大臣により定められた式により計算）


【メモ】
30°：過去の災害データより，勾配が30°以上になると崩壊事例が多い
5m：過去の災害データより，高さが5m以上になると崩壊事例が多いことに加え，高さが5m未満の場合には，生命・身体に危害を生じたものはない
上側10m：過去の災害データより，斜面が崩壊した場合に上側10mまで崩壊が拡大する場合がある
下端2h（最大50m）：過去の災害データより崩土の到達距離は全体の99%が50m未満であり，2h未満
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土砂災害警戒区域等の指定要件

■地すべり
土地の一部が地下水等に起因してすべる自然現象

又はこれに伴って移動する自然現象

×× △

対策していない
人家は、地すべ
りが到達してか
ら３０分※以内
に損壊し、著し
い被害

対策していない
人家も、地すべ
りが到達してか
ら３０分※以内
に損壊すること
はない

生命・身体に危
害のおそれがあ
る

地すべり区域

警戒区域 特別警戒区域 警戒区域

地すべり区域の長さ地すべり区域と同じ長さ
（最大２５０ｍ）

最大６０ｍ

※３０分：
地すべりが人家に到
達してから避難終了
までに要する時間の
目安

地すべりに対する区域指定のイメージ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　〇そして最後に地すべりです。
〇土砂災害警戒区域：過去の災害データより設定された，地すべり区域（地すべりしている区域又は地すべりするおそれのある区域）とその区域の末端から，地すべり区域の長さに相当する範囲（最大250m）
〇土砂災害特別警戒区域：地すべりが発生した際に，移動してくる土石等により生ずる力が，建築物に到達してから30分後に建築物の耐力を上回る範囲（であり，国土交通大臣により定められた式により計算）。最大で下端から60m。
○ただし，土砂災害特別警戒区域は，地すべりが発生している（調査時点で滑動している）箇所でしか指定しないため，県内ではまだ事例がありません

【メモ】
根拠：過去の災害データから，地すべり区域の99%が地すべり区域の長さ以下であり，250m以下
30分：過去の避難事例から人的な被害を免れた地すべり災害の事例や，避難訓練時に計測された避難終了までに要する時間
60m：建物の中にいる住民等が地すべりの発生を確認することが困難になるのは夜間の15時間（冬期）の間に滑る距離

○以上土砂災害毎に（土石流、急傾斜、地すべり）区域の範囲を説明しましたが、土石流のみ谷地形内のどこで発生するかが不明なため、発生源は区域に
含まれず、急傾斜及び地すべりは発生場所がある程度特定できることから、発生源も区域に含まれることを覚えておいてください。
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土砂災害警戒区域等に指定されると・・・

警
戒
区
域
で
は

警戒避難体制の整備

特
別
警
戒
区
域
で
は

さ
ら
に

特定の開発行為に対する許可制

建築物の構造規制

建築物の移転勧告

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　まず，県の役割とされている土砂災害警戒区域等の指定について説明させていただきます。

　土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定の流れは，スライドの通りとなります。
　まず、土砂災害の恐れのある沢やがけ地などについて、区域の範囲を設定するための地形調査を行います。
この調査結果を速やかに市町村へ公表し、区域内のお住まいの方や土地所有者を対象に説明会を開催します。
　その後、市町村長宛て指定に関する意見照会を実施し、意見を受領したのち県公報での告示をもって区域指定となります。

　それでは、土砂災害警戒区域等に指定されると、どうなるのかと言いますと
警戒避難体制の整備であったり、特定開発行為に対して許可制であったりと規制等がありますので、次のスライドからちょっと詳しく説明します。

よく勘違いされる方がいるんですが、土砂災害警戒区域等が指定されたからと言って、ハード整備をすると言うことではないので、そこは良く理解していただきたい点です。
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 土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域指定の流れ

• 土砂災害の恐れのある沢や
崖の現地調査（基礎調査）

• 基礎調査結果の公表

• 基礎調査結果住民説明会

• 市町村長意見照会

• 県公報告示

• 警戒避難体制の整備（市町村）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域の指定の流れは，スライドの通りとなります。
　まず、土砂災害の恐れのある沢やがけ地などについて、区域の範囲を設定するための地形調査を行います。
この調査結果を速やかに市町村へ公表し、区域内のお住まいの方や土地所有者を対象に説明会を開催します。
　その後、市町村長宛て指定に関する意見照会を実施し、意見を受領したのち県公報での告示をもって区域指定となります。

　区域指定後に、市町村によりハザードマップの作成や防災訓練の実施などの警戒避難体制の整備が行われます。
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土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の指定

・土砂災害の恐れがあるということを周知するために指定します。

・指定された区域は県防災砂防課のHPまたは北部土木事務所・加美町
役場・色麻町役場でご覧いただけます。

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/sabomizusi/kasyo.html 

箇所名をクリックすると詳細の図面
（告示図書）がご覧いただけます！

現在，加美町では43箇所の土砂
災害警戒区域等が，色麻町では
20箇所の土砂災害警戒区域等が
指定されています。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　加美消防署管内では，加美町で43箇所の，色麻町で20箇所の土砂災害警戒区域等が指定されています。
　これは土砂災害のおそれのある箇所を住民の皆様に知っていただくことを目的としたものであり，この区域の指定が行われたからといって県が何か対策工事を行うものではありません。

　これらの区域は県の防災砂防課のHPや後ほどご紹介する宮城県砂防総合情報システム（MIDSKI)，北部土木事務所，加美町役場・色麻町役場で見ることができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　次に土石流の区域指定例です。
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赤色で囲まれた部分が
土砂災害特別警戒区域
です。

黄色で囲まれた部分が
土砂災害警戒区域です。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
黄色で囲まれた範囲が土砂災害警戒区域，少し範囲は小さいですが赤色で囲まれた範囲が土砂災害特別警戒区域になります。

　もし土石流が発生した場合には，水と土砂が黄色の範囲まで到達することが考えられます。そして赤色の範囲には家が壊れるほどの力がかかることが想定されます。
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区域指定例（急傾斜地の崩壊）１／２

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　こちらは実際にこの地区でがけ崩れの恐れがあるとして指定されたものです。
先ほど照会した県のHP等で確認していただくとこのような図書が載っております。

これはその1ページ目です。
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区域指定例（急傾斜地の崩壊）２／２

赤色で囲まれた部分が
土砂災害特別警戒区域
です。

黄色で囲まれた部分が
土砂災害警戒区域です。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして二枚目を開くと，土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域の範囲を示す図面が載っています。
・黄色で囲まれた部分が土砂災害警戒区域になります。
・がけ崩れがもし発生した際には，この黄色の範囲まで崩れた土砂が到達する恐れがあります。
・そしてその黄色の範囲の内側にある赤色で囲まれた範囲が土砂災害特別警戒区域となります。
・がけ崩れが発生した際には，この赤色の範囲内には，建物が壊れるほどの力が加わることが想定されます。
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加美町内の土砂災害警戒区域については，

「加美町防災ハザードマップ」でも確認できます！

https://www.town.kami.miyagi.jp/soshikikarasagasu/kikikanrishitsu/syobobosai/3505.html

加美町防災ハザードマップより引用

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加美消防署管内の土砂災害警戒区域につきましては，「加美町防災マップ」や「色麻町防災ハザードマップ」でも確認できます。�いずれのハザードマップも，町内で現時点で指定されている全ての土砂災害警戒区域が反映されております。　
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色麻町内の土砂災害警戒区域については，

「色麻町防災ハザードマップ」でも確認できます！

https://www.town.shikama.miyagi.jp/soshiki/somu/31/792.html

色麻町防災ハザードマップより引用


	バインダー1
	demaekouza_Part1_Part2_Part2
	4．土砂災害警戒区域について
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27

	demaekouza_Part1_Part2_Part3
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30


	バインダー2
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35


